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がんゲノム医療に携わる医師等の育成に資する研究 
 

櫻井 晃洋・札幌医科大学・医学部遺伝医学・教授 
 

研究要旨 
主としてがんゲノム医療中核拠点病院等以外に勤務し、がん診療に携わる医師等を対象にがんゲノム医療に

携わる医師等が備えるべき知識や資質について検討した。また、身につけるための方策を検討の上、医師等

を対象に、研修実施者の育成も念頭に置いた上で、研修の実施を準備した。がんゲノム医療に必須の知識を

身につける際に求められる研修資料、教育プログラムの策定、モデル研修会の実施と評価法の策定を行った。 
 
 
Ａ．研究目的 

がんゲノム医療に携わる医師等が備えるべき知

識や資質について検討し、そのような知識や資質

等を身につけるための方策を検討の上、医師等を

対象に、研修実施者の育成も念頭に置いた上で、

モデル研修及び研修を実施し、評価を行うこと。

主としてがんゲノム医療中核拠点病院等以外に勤

務し、がん診療に携わる医師等を対象に、がんゲ

ノム医療に必須の知識（がんゲノム医療に必要な

用語の知識、遺伝子パネル検査の原理やレポート

の理解、遺伝子パネル検査の活用方法、遺伝性腫

瘍に関する知識等）を身につける際に求められる

研修資料や e-learning及び研修プログラムの作成

と研修の実施及び評価を行う。上記の研修の実

施・評価の結果を踏まえて、研修資料、e-learning 

及び研修プログラムを改訂、完成させる。 
 
Ｂ．研究方法 
①医師等が備えるべき知識や資質等を明らかにす

る。（2020年 3月までに）。 

①-1. 医師等が備えるべき知識や資質等について

検討する。 

①-2.ヒアリングの結果から課題を抽出する（2020

年 3月までに）。 

②教育用プログラムの作成（2020 年 3 月までに）。 

②-1. 教育目標を設定する（2020 年 3月までに）。 

②-2. ディプロマポリシーを設定する（2020 年 3

月までに）。 

②-3. 到達目標等を設定する（2020年 3月までに）。 

②-4.教育用プログラム原案を策定する（2020年 3

月までに）。 

②-5 教育用プログラム原案をレビューする（2020

年 3月までに）。 

③ 研修用資料の作成（2020 年 10 月までに）。 

④ モデル研修会の実施、評価、研修用資料の改定

(2021年 3月までに) 

④-1 モデル研修会の実施(2021年 3月までに) 

④-2 モデル研修会の評価(2021年 3月までに) 

④-3 研修用資料の改定(2021年 3月までに) 

⑤ 研修の実施(2021年 12 月までに) 

⑥ 研修実施者の育成(2021年 12月までに) 

⑦ 研修実施者のビデオ撮影の公開 (2022年3月ま

でに) 

⑧ 教育用コンテンツのブラッシュアップ(2022 年

3月までに) 

⑨ 生涯教育への活用(2022年 3月までに) 
（倫理面への配慮） 
     該当せず。 
 
Ｃ．研究結果 
①医師等が備えるべき知識や資質等を明らかにし

た。 

①-1. 医師等が備えるべき知識や資質等について

検討した。 

①-2.ヒアリングの結果から課題を抽出した。 

関係者へのヒアリングが終了したものについて、

研究代表者、分担者と共に課題抽出を行った。「達

成済み」 

②教育用プログラムを作成した。「達成済み」 

②-1. 教育目標を設定した（2020年 3月までに）。 

抽出した問題点等を踏まえ、研究代表者、分担者

と共に教育目標を設定した。 

がんゲノム医療中核拠点病院以外の拠点病院、

連携病院等で、がんゲノム医療に従事する医師等

が備えるべき知識や資質等を習得し、がんゲノム

医療を患者に提供することを教育目標とした。「達

成済み」 

②-2. ディプロマポリシーを設定した（2020 年 3

月までに）。 

抽出した問題点等を踏まえ、研究代表者、分担者

と共にディプロマポリシーを設定した。一般目標

を達成するに必要な講義およびアクティブ・ラー

ニングの研修を受講し、その学習効果が到達目標

に達したことを事後評価で客観的に検証した上で、

研修を修了することを目指すことをディプロマポ

リシーとした。「達成済み」 

②-3. 到達目標等を設定した（2020年 3月までに）。 

一般目標を研究代表者、分担者と共に検討し、

「がんゲノム医療の実用化に必要な医療従事者と

して、遺伝子関連検査、患者・家族への伝え方、
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多職種との連携、意思決定支援等について必要な

知識・態度・技術を習得する。」とした上で、下

記の15項目を到達目標と定めた。 

1. Pre-analysis段階における検体の品質管理の留

意点を把握し、適切な病理検体を遺伝子パネル検

査用に提出することができる。 

2. 遺伝子パネル検査の特徴を説明できる。 

3. 遺伝子パネル検査にかかわる遺伝学的及び分子

生物学的用語が理解できる。 

4. 遺伝子パネル検査の同意説明時に、遺伝子パネ

ルのメリット・デメリットについて適切に説明が

できる。 

5. エキスパートパネルに参加し、主治医としての

役割を果たし協同することができる。 

6. エキスパートパネルのレポートの内容を理解、

説明できる。 

7. エキスパートパネルのレポートに基づき、結果

を患者に簡潔に説明できる。 

8. エキスパートパネルのレポートに基づき生じる

問題について多職種との連携を含めた問題解決能

力を発揮できる。 

9. 遺伝子異常のエビデンスレベルについて概略を

説明できる。  

10. がんゲノム医療に関するガイダンス等の指針

について説明することができる。  

11. 意思決定支援を行うための患者申出療養、治

験について説明できる。 

 

12. 生殖細胞系列変異と体細胞変異の違いを説明

できる。 

13. 二次的所見に関して説明し、次のとるべきア 

クションを説明できる。 

14. 遺伝子パネル検査の説明に必要な薬物療法等

に関わる知識として、対象がん種の診療ガイドラ

インを理解する。 

15. C-CATレポートを参照することができる。 

「達成済み」 

②-4. 教育用プログラム骨子案を策定した（2020

年 3月までに）。 

教育用プログラム原案を策定した。「達成済み」 

②-5 分担研究者によるレビューを完了した（2020

年 3月までに）。 

教育用プログラム原案をレビューした。主に到

達目標に関する項目の追加、変更について議論し、

改定した。「達成済み」 

③ 研修用資料を作成した（2020年 10月までに）。 

教育用プログラム原案を基に研修用資料を作成

に取り掛かった。また、研修用資料作成にあたり、

モデル研修会の構成および評価法の検討を行い、

同内容を踏まえた研修用資料作成を行った。その

際、研修会の実施時期を 2020年 3月と定め、本年

度内の研修会の実施を計画した上で、特に、二次

的所見に関する研修用資料の作成等の準備を行っ

た。COVID-19 の影響により 3 月の研修会の実施は

中止した。「達成済み」 

 
Ｄ．考察 
 研修会実施準備において、参加者の希望を募っ
たが、数日で定員（約100名）を超える応募があっ
た。このことから、がんゲノム医療中核拠点病院等
以外に勤務し、がん診療に携わる医師等において、
がんゲノム医療に必須の知識の習得の希望が多数
あると知れた。C-CATレポートを活用する研修で、
効率的な研修プログラムが実施できる可能性が示
唆された。 
 

Ｅ．結論 
がんゲノム医療に携わる医師等が備えるべき知

識や資質について具体的な項目が検討できた。身

につけるための具体的方策が定められた。それら

の方策が有効であるかを研修会等で実証すること

が必要である。実施・評価の結果を踏まえて、研

修資料、e-learning 及び研修プログラムを改訂、

完成させる。 
 
Ｆ．健康危険情報 
  該当せず 
 
Ｇ．研究発表 
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小林 大河, 須永 彩佳, 宮崎 幸子, 水上 都, 石
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IRUD の認知度調査」 日本遺伝カウンセリング学
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真里谷 奨, 宮崎 幸子, 寺田 倫子, 水上 都, 石

川 亜貴, 馬場 剛, 石岡 伸一, 齋藤 豪, 櫻井 晃

洋 「NGSD プロジェクトにおける領域横断的な遺

伝カウンセリング研修の経験」 日本遺伝カウン

セリング学会誌 40(2): 177, 2019. 

水上 都, 石川 亜貴, 田中 佑弥, 宮崎 幸子, 櫻

井 晃洋 「多発性内分泌腫瘍症(MEN)の at risk

者の発症前遺伝学的検査の現状と課題」 日本遺

伝カウンセリング学会誌 40(2): 89, 2019. 

水上 都, 櫻井 晃洋 「遺伝性腫瘍」 検査と技術 

47(8): 864-67, 2019. 

石川 亜貴, 田中 佑弥, 宮崎 幸子, 水上 都, 福

村 忍, 越智 さと子, 鈴木 秀一郎, 肥田 時征, 

廣川 直樹, 福多 史昌, 舛森 直哉, 櫻井 晃洋 

「当院の結節性硬化症ボードの現状と課題」 日

本遺伝カウンセリング学会誌 40(2): 100, 2019. 

中村 清吾, 新井 正美, 櫻井 晃洋, 吉田 玲子 

「【研究者間、研究者-医療者間のリンケージ】

(社)日本遺伝性乳癌卵巣癌総合診療制度機構に

ついて」 家族性腫瘍 19(1): 32-35, 2019. 

田中 佑弥, 石川 亜貴, 岩崎 直子, 齋藤 加代子, 
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腫瘍 19(1): 40-44, 2019. 
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伝カウンセリング学会誌 40(2): 155, 2019. 

木村 康利, 今村 将史, 永山 稔, 山口 洋志, 村

上 武士, 吉田 幸平, 沖田 憲司, 西舘 敏彦, 信
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の診断と手術」 臨床外科 74(9): 1085-90, 2019. 

櫻井 晃洋 「治療と HBOCカウンセリング 「見つ

ける」HBOC から「見つかる」HBOC へ 乳腺診療

医の役割」 日本乳癌学会総会プログラム抄録集 

27回: 278, 2019. 

櫻井 晃洋 「【消化器神経内分泌腫瘍を極める】遺

伝性腫瘍としての神経内分泌腫瘍」 消化器外科 

42(11): 1531-38, 2019. 
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ラム・抄録集 28回: 18, 2019. 
 
（発表誌名巻号・頁・発行年等も記入） 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
 なし 
 
 2. 実用新案登録 
 なし 
 
 3.その他 
 なし 

 

 


